
 第３号様式（第６条第１項関係） 
市長 副市長 部長 課長 主幹・副主幹 主査・主査補 班員 

       

付議・報告部課      

平成30年6月20日 

会議結果報告書（行政経営戦略会議） 

１ 日時及び場所 

平成30年6月20日（水）午前9時30分～ 本庁舎3階会議室301 

２ 出席者 

都市計画課 高石課長、福田副主幹、鵜野主査補 

３ 件名 

(仮称)冨士公園整備事業の状況と事業スケジュールについて 

４ 会議結果 

□ 案のとおり決定する。 

□ 一部修正の上、決定する。 

□ 継続して検討する。 

□ 案を否決する。 

■ 報告を了承する。 

５ 会議内容 

【指示】 

・防衛省所管の補助金を活用した西白井コミュニティ施設整備事業が、平成３１年度で

終了し、次は同補助金の活用を予定している本事業が本格的に動き出すこととなるの

で、本事業の方向性等を直近の議員全員協議会で説明すること。 

・市民参加の手法は、地元の意見を聴取する部分と、附属機関の設置等による市全体の

意見を聴取する部分との２方面を検討すること。 

・整備事業費の抑制に努めること。 

備考 会議内容を簡潔に記載すること。 



　第２号様式（第４条第５項関係）

年 月 日

件　　　名

内容

部内会議や
関係課等と
の調整結果
（主な意見・
懸案事項）

項目

条例規則

議会説明

市民参加

付議書公表■ □ □ □ （

関係法令等

関係課

事業費

スケジュール

参考情報

都市公園法、白井市都市公園条例

824,000 千円 （うち特定財源 345,000 千円）

有 検討委員会を設置予定

公開 非公開 部分非 時限非 まで）

未定

未定 広報・ＨＰ等 有 ＨＰ

無 報道発表

　市民活動支援課が西白井地区コミニュティ施設整備事業を防衛省所管補助事
業で実施している。
　事業期間は、平成２９年度～平成３１年度となっており、同一市町村が重複して
補助採択を受けることはできない。

有無 方法（時期） 項目 有無 方法（時期）

平成２８年度　基本設計
平成２９年度　千葉県地方土地開発公社による代行用地買収
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（契約議決 H29.4臨時）
平成３２年度　防衛省所管補助事業として公園整備事業の開始
平成３２年度～平成３３年度　先行取得用地の買戻し
平成３３年度　詳細設計
平成３４年度～平成３５年度　公園工事
平成３６年度　公園オープン

（仮称）冨士公園整備事業の状況と事業スケジュールについて

　
　住みやすい環境づくりを推進するため、１人当たりの公園面積が不足している
既存市街化区域（冨士地区）において、公園緑地を整備する目的として「都市公
園等整備事業」を白井市第５次総合計画前期実施計画事業に位置付け進めて
いるところである。
　冨士地区（市街化区域）の１人当たりの公園面積は、条例で定めている５．０㎡/
人を大幅に下回り、０．７㎡/人となっていること、また住宅が密集しており、地域
防災の向上が必要なことから、同地区に一時避難場所となる防災機能を備えた
近隣公園（（仮称）冨士公園）を整備する予定である。
　平成２８年度に基本設計、平成２９年度に千葉県地方土地開発公社による代行
用地買収を完了しており、防衛省所管の補助事業採択に向け、本年度より協議
を進めていく予定である。
　（仮称）冨士公園整備事業の設計概要と今後の事業スケジュールについては
以下のとおりである。
　（１）基本設計の内容について（資料１、２）
　（２）事業スケジュールについて（下記のとおり）

平成 30 6 20

報告書（行政経営戦略会議）

部課名 都市建設部　都市計画課



 

資料１ 

基本設計の内容について 

 

【（仮称）冨士公園の基本方針】 

 多目的に利用で地域のレクリエーション拠点づくり 

 憩い、遊び、スポーツ、地域のイベントなどの多目的な利用と交流の場 

 地域の安全を高める身近な防災拠点づくり 

 一次避難場所の機能を有する都市公園整備による地域防災の向上 

 居住環境の向上を図る身近な緑の創出 

 身近に感じる緑の潤いと季節感のある景観の形成 

 市民との協働によるパークマネージメントの実践 

 柔軟な対応による公園の利活用促進と、公園の運営管理を通したコミュニティの形成 

 

【公園機能と空間及び施設一覧】 

 平常時の機能 災害時の機能 空間・施設 

出
入
口
・
動
線 

メインエントランス 

管理車両の進入口 

住民の避難口 

緊急車両の進入口 

冨士北側入口 

 

サブエントランス 住民の避難口 

緊急車両の進入口 

風間街道入口 

冨士南側入口 

歩行者と管理車両の通行 歩行者と緊急車両の通行 主園路（幅員 4.0m） 

歩行者の通行 歩行者の通行 副園路（幅員 2.0m） 

憩
い
・
遊
び 

憩いの場、軽スポーツ、遊び、 

地域イベント 

緊急避難スペース 

救援活動スペース 

多目的広場 

芝生広場 

幼児、学童の安全な遊び場 

健康の増進 

 複合遊具 

健康遊具 

緑
の
潤
い

公園の修景と四季の演出 

潤いや緑陰の提供 

防火樹林帯として延焼防止 植栽 

フェンス 

休
憩 

休憩スペース 炊き出し支援 かまどベンチ 

屋根付き空間の提供 

（救護スペース、対策本部等） 

防災パーゴラ 

利
便
性
の
向
上

公園利用や注意事項の周知 災害時の情報提供や避難誘導 サイン看板 

駐輪・駐車スペースの提供  駐輪場・駐車場 

夜間の安心、安全 避難時の公園、広場への誘導 照明灯 

安心、安全なトイレ 身障者優先非常用トイレ トイレ棟 

避
難
支
援 

雨水の適切な排水 非常用井戸 雨水浸透施設 

 非常用トイレ マンホール型トイレ 

救助・救援用品、避難支援用品

の備蓄 

防災倉庫 

 



 

資料２ 

 

 

 


